
 

平成30年度 第11回 吹田市政策会議概要（案件２） 

 

日 時：平成30年11月７日（水）午後４時55分～午後５時30分  

場 所：吹田市役所 高層棟４階 特別会議室 

構成員：後藤市長、春藤副市長、辰谷副市長、小西総務部長、稲田行政経営部長、 

髙田市民部長、畑澤都市魅力部長、中野児童部長、後藤福祉部長、 

中嶋環境部長、乾都市計画部長、竹嶋下水道部長、橋本学校教育部長 

所 管：【健康医療部（北大阪健康医療都市推進室）】 

山下部長、舟津健康医療審議監、平野室長、横井参事、黒木主査 

【土木部（公園みどり室）】松本部長、真壁次長、曽谷室長、横井参事 

【地域教育部（中央図書館）】木戸部長、落次長、宮東館長、林野参事 

 

案 件 
吹田市立図書館条例の一部改正及び吹田市健都レールサイド公

園の管理運営に関する条例の制定等について 

担当及び関連部局 
健康医療部（北大阪健康医療都市推進室）、土木部（公園みどり

室）、地域教育部（中央図書館） 

【案件概要】 

健都レールサイド公園及び（仮称）健都ライブラリーについて、健康寿命の延伸に

資する取組を効果的に実施することを目的に一体的な運営を行うとともに、施設の管

理運営については、民間ノウハウの活用により効果的、効率的で質の高い管理運営を

行うため、指定管理者制度を導入する。 

このため、次のとおり条例の改正及び制定をするもの。 

（１）吹田市立図書館条例の一部改正 

（２）吹田市健都レールサイド公園の管理運営に関する条例の新規制定 

【所管部の考え方】 

 健都レールサイド公園及び（仮称）健都ライブラリーは、健康への「気づき」「楽

しみ」「学び」をコンセプトに多世代が集い、交流し、健康寿命の延伸につながる場

の創出をめざし整備を進めている。 

これらの施設を、健都が目指す、「健康・医療のまちづくり」の一翼を担うものと

するためには、施設の一体的な維持管理はもとより、両施設を一体的に活用した健都

ならではの運動プログラムや健康イベント等を企画、開催するなど、多世代交流の場

となるような質の高い管理を持続的に行うことが重要である。 

このため、両施設の管理運営については、指定管理者制度を導入し、民間ならでは

のノウハウを活用した効果的、効率的な管理運営を行うことが適当と考える。 

【質疑概要】 

質問： 健都レールサイド公園と（仮称）健都ライブラリーに一括して指定管理者制 

度を導入するということだが、この取組を契機に他の都市公園や図書館にも、 

今後指定管理者制度を導入することを検討しているのか。 

回答： 公園については、設置管理許可により運営されているてんしば（天王寺公園） 

や指定管理者により運営されている大阪城公園において、それぞれの管理者の 



 

工夫により、おもしろく活用されている事例があるが、広域から人が集まる公 

園ならではの事例と考えている。本市では、各市の事例を集めるなど、研究し 

始めたところであり、健都での運用も踏まえていきたい。 

回答： 図書館では現在、中央図書館以外において窓口業務の業務委託を行っている 

が、健都では建物管理と合わせ窓口業務についても、指定管理者の業務とする。 

良い面、悪い面を整理しながら他の図書館についても検討を進めていこうと考 

えている。 

 

質問： 健都レールサイド公園のエリアは、どの範囲なのか。 

回答： 健康遊具のあるエリアだけでなく、土の広場を含めＪＲ吹田駅近くまでの東 

西に長いエリアとなる。このエリア全てが指定管理者制度の対象である。 

 

質問： 指定管理者候補者選定委員会は、合同で設置するのか。 

回答： 両施設それぞれの条例に、選定委員会の設置について規定があることから、 

双方の条例に基づく２つの選定委員会を、１つの選定委員会として合同で開催 

することとする。 

 

指示： 健都は特別と思うかもしれないが、中央図書館も公園敷地内にあり、公園に 

図書館があるのは、普通のこと。また、公園に体育館が設置されている場合も 

あり、健都での取組から応用できることがあるかもしれない。公園管理の業務 

量が多大となっている中、指定管理者制度の活用ができればいいと考える部分 

もある。 

民間事業者は、受けるメリットがあるものに参入してくる。同様の施設を一 

律に考えるのではなく、事業者にとっても魅力ある形で指定管理者制度の導入 

を検討してほしい。 

 

指示： （仮称）健都ライブラリーは、これまでの図書館とは異なる先駆的なコンセ 

プトで形成されている。しかし、健都だけでなく、これからの図書館行政につ 

いて、視聴覚サービス等も含めた方向性を整理しておくこと。 

健都レールサイド公園と（仮称）健都ライブラリーの一体運営については、 

新たな取組で、縦割りを排した民間事業者のノウハウを活用し、相乗効果を発 

揮しようとするものであることから、対外的にその成果を発信できるようにす 

ること。 

【結果】 

 本案件は承認された。今回の会議で出された意見を踏まえて、手続を進めること。 

  


